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高 冷地水 田 に おけ る有機 物連 用 の解 析
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| は じ め に

水稲の有機物連用試験は、有機物の長期間の連用が水

稲の生育や収量、そして、土壊に及ぼす影響を解明し、

土壌管理や施肥等に役立てることを目的としている。標

高 526mの 中山間高冷地 (猪 苗代町)に位置する当試験

地では、 1976年 より稲わらと、稲わらに石灰窒素を添

加 し堆積 した堆肥を施用 した有機物連用試験を行つてい

る。開始年から2003年 までの 28年間にわたる、水稲の

収量に及ぼす有機物施用の影響について解析する。

2試 験 方 法

試験は、 1976年 ～ 2003年 にかけて福島県農業試験場

冷害試験地内水田 (灰 色低地上)で行われ、ハツニシキ

(1976～ 1988)、 はなの舞 (1989～ 1991)、 初星 (1992

～ 1997)、 はたしるし (1998～ 2002)、 あきたこまち

(2003)の 7品 種を供試 した。施用した有機物は稲わら

と堆肥であ り、稲わらは秋に 50kya施用 し、堆肥は秋

に石灰窒素を混和 し、それを春に 150kya施 用 した。稲

わら区と堆月巴区は、春にようりんを 6～ 8kg/a、 ケイカ

ルを 12kg/a施用 した。施肥量は、品種、年次によって

異な り、三要素区では N,P,0`,(0そ れそれ、 055～

07,056～ 12,045～ 1 2kg7a、 そして、稲わら区と堆

肥区では N,P=0、 ,K・0そ れそれ、 06～ 07,07～ 12,

07～ 1 2kgaで あつた。

3 試験結果及び考察

収量は、三要素区、稲わら区、堆肥区の順で多 くなり

そして、いずれの試験区も年次を追う毎に収量が増大す

る傾向が見られた (図 1)。 また、28年 間を通 して収量

が増大する度合いは堆肥区が最も多 く、三要素区、稲わ

ら区の順であ り、堆肥の連年施用による増収効果が高か

った。続いて、稲わら区及び、堆肥区の収量を三要素区

の収量に対する害」合で表 した収量指数で見ると、堆肥区

は平均で 110と 三要素区よりも高 く安定 していた。それ

に対して稲わら区は、平均で 102と ほぼ三要素区並であ

るが、年次間の変動が大 きいのが特徴であつた (図

2)。

次に、収量が三要素区よりも増大 した要因を収量構

成要素で見てみると、堆肥区では主に単位面積当た り穂

数 と一穂籾数の増加によりもたらされた (図 3)。 一

方、 1978、 88年 のように、5月 下旬から6月 上旬にかけて

冷温、少照で経過 した年次 (表 1)で は、収量が三要素

区よりも低かつた。それは、生育初期の冷温により堆肥

の分解が遅れて稲の初期生育が促進されず、穂数の増加

が見られないために単位面積当た り籾数が不足 したため

と推察された。

続いて、稲わら区の収量が三要素区よりも低 ドした要

因を収量構成要素で見てみると、主に穂数の減少による

ものであつた (図 4)。 このことは、稲わ ら施用田で

は、初期生育時に施肥窒素が稲わらの分解に使用された

ことによつて土壊中で窒素自t餓が発生 したことや、土壊

還元が進んだことによつて生育が抑制されたことに起因

するものと推察された。しかし、 1978、 82、 88年 の

ような 5月 下旬から6月 上旬にかけて冷温、少照で推移

した年次 (表 1)で も初期生育が抑制されてお り、比較

的低温でもl● わらの分解に伴 う施肥察素の取 り込みが進

行 したものと推察された。

山間高冷地では、秋から春先の気温が平坦部よりも低

く積雪期間も長いことから、秋に施用された稲わらの冬
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期間の分解が進行しない。そのため、分げつ期に稲わら
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図1 三要素区、稲わら区及び、堆肥区の収量の推移
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図4 稲わら区の籾数/m2、 徳数/m=及び、一穂籾数の対

三要素区比の推移

*"02年 は、籾数ノm=と 一穂籾数については欠演1

表 1 堆肥区の籾数/m=が 減少した年及び、稲わら区の

収量が三要素区よりも大幅に低下 した年の気象概

況

の分解に伴 う水稲の生育不良が生 じやすいものとされ

た。

4ま と め

山間高冷地水田において28年 間堆肥と稲わらを連年施

用 し、水稲の収量に及ぼす影響を検討した結果、堆肥区

は、穂数、一穂籾数の増加により安定 して増収 し、連年

施用による増収効果も高かつた。一方、稲わら区は、稲

わらの分解の際に施肥窒素が取 り込まれ、初期生育が不

良になつて穂数不足にな りやすく、収量が不安定であつ

た。従つて、山FR3高冷地で稲わらを施用する際には、側

条施肥、密植などの穂数確保を目指す技術対策が必要で

あると考えられた。
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図2 稲わら区及び堆肥区の三要素区に対する収量指数
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図3 堆肥区の籾数/m'、 穂数ノm'及び、一穂籾数の対三

要素区比の推移

*2002年 は、籾数/mlと 一穂籾数については欠測
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